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　最近20年、「旧満州档」、「清朝内国史院档」など満州側の档案史料によって、17世紀のモンゴ
ル史研究が大きな進歩をとげた。しかし、17世紀のモンゴル史研究、特に南モンゴル史研究に
おいては、今まで収蔵されてきたモンゴル語と中国語の文書档案などがまだ広く利用されていな
い。特に中国語の文書は、研究者達にまだ注目されたこともない状況である。
　17世紀のモンゴル史に関する中国語の文書档案とは、主に明代兵部の「題行档」文書である。
明代兵部の題行档は、主に中国第一歴史档案館に収蔵されているが、遼寧省档案館と台湾中央
研究院歴史言語研究所にも一部が収蔵されている。中央研究院歴史語言研究所は、1920年代の
始めから、北京の明朝と清朝の档案を整理して、「明清史料」という叢書として出版していたが、
1950年代から、台湾へ持たらされた明清档案を、同名の叢書のかたちで継続公刊した。北京と
遼寧省における明代档案は2001年に「中国明朝档案総汇」という書名で101冊刊行された。以上
の公刊によって、明朝档案の全貌が完全に明らかになったということができる。
　「明清史料」と「中国明朝档案総汇」を調べて見ると、17世紀前半のモンゴルに関する明朝
兵部の文書は、ほとんどすべて南モンゴルのチャハル、ハラチン（東トゥメドとオリャンハイを含む）、
トゥメドなどモンゴル人集団についてのものである。当時、これらのモンゴル人集団は、大体明
朝の宣府関と大同関のそとにいたので、モンゴルに関連する明朝文書は、ほぼ宣府、大同から上
奏したものから得たのである。
　宣府、大同からさしあがった上奏文は、「題本」（また少数の「奏本」）と「塘報」の二つの種類にわ
けられる。「題本」は通政使を経由して、内閣に届けられる。内閣では、大学士らがまず閲覧し
て、解決意見を提出した後、皇帝に呈上する。皇帝は題本の内容に最終決定をおこなった後、題
本の冒頭に赤い色で書きこみ、内閣にとどけさせる。兵科は給事中一人を派遣して、内閣から題
本を受け取って、それを筆写して、冒頭には「xx日に筆写した。勅によって五日の内に処理すべ
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きだから、xx日までに（実行せよ）」と記して、兵部に渡す。「塘報」などは直接に兵部職方清吏司
に呈上されることもある。兵部尚書や兵部主事らが、「塘報」に記載された各案件の内容に対して、
処理意見を提出して、「題本」にまとめて、皇帝に上奏する。題本は、皇帝のところから、再び
兵科を通じて、兵部に戻る。従って、現在収蔵されている兵部題本文書は、当時兵部で保存され
た兵科の筆写本と塘報のオリジナル（少数）である。
　中国第一歴史档案館における明朝档案の中に、17世紀モンゴル史に関連する上奏文文書が150
余件あるが、台湾では約80件収蔵されている。
　最も古い文書は天啓四年（1624）8月12日の兵部主事李禎寧の呈文と天啓4年の兵部行稿（欠本、
月日不明）である。年代が最も新しいのは、崇禎十七年（1644）3月2日の欽差巡撫宣府右検都御史
朱氏の塘報である。
　文書に登場するモンゴル人は以下の如く8集団に分けられる：A・チャハル；B・東トゥメド；
C・ハラチン（ハラチン・タイジとオリャンハイ・タブナン）；D・スニド；E・西トゥメド；F・オルドス；
G・北ハルハ（一件のみ）；H・集団不明。文書のうちわけは、チャハルについてが約90件、東トゥ
メド関連が約50件、ハラチンについて約30件、ソニド関連約15件、残りは西トゥメド、オルド
ス、ハルハと集団不明のモンゴル人に関するものである。
　文書の種類には、兵部の題稿、題行稿、行稿と兵科筆写の題稿およびオリジナル塘報などがあ
る。しかし、兵部の稿本も、兵科の筆写本も、みんな地方軍政大臣、官吏と所謂「欽差大臣」と
いう皇帝から派遣された巡査大臣らの報告を伝達するものだから、実は、上奏文の種類はほとん
ど「題本」と「塘報」しかないと言える。
　題本と塘報を上奏したのは以下のような人々である。
欽差総督宣大山西等処軍務兼理糧饗兵部右侍郎兼都察院右検都御史
欽差巡撫宣府等処地方賛理軍務兵部右侍郎兼都察院右検都御史
塘報
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欽差巡撫宣府右検都御史
欽差鎮朔将軍鎮守宣府等処地方総兵府軍都督府都督同知
欽差監視宣鎮糧饗兵馬辺壁撫賞等事御馬監太監
欽差監視宣府糧饗兵馬辺壁剿御透販等項事務御馬監太監
欽差分守昌宣二鎮御馬監太監
兵部右侍郎兼都察院右検都御史総督宣大山西等処地方軍務
督師尚書　　巡按宣大等処監察御史　宣大総督　宣大総兵　
巡按直隷監察御史　宣大巡按　宣大撫夷総兵　宣府巡撫　宣府総兵
宣府総監　宣鎮総兵　協御宣鎮総兵　大同巡撫　昌宣分監　
独石参将事副総兵　遼東巡撫
天寿山守備太監
総監大同山西太監
監視大同太監
監視寧錦太監
　以上から明らかになるのは、上奏人が3種類に分けられる事だ。すなわち第一に皇帝から派遣
された欽差大臣、第二に宣大等地方の大臣、将領、第三に地方を監視する宦官である。上奏文の
数から見ると、宣大総督、宣大巡撫、宣大総兵、宣府総兵たちの題本と塘報が、すべての文書の
約60パーセントを占めている。
　明朝兵部文書の内容を以下のように4種類に分類する事ができる。
　第一は、チャハルの西遷以後の事情に関する情報。
　チャハルについて、明朝の文書は、1628年から1635年までのことを記載しているが、1630年、
1631年、1632年と1634年のことが比較的に詳しい。この中で、リグダン・ハーンと明朝の往来、
リグダン・ハーンのハラチン、ホルチンに対する軍事行動、チャハル人と明朝の貿易、リグダ
ン・ハーンの死と満州人の征服などの内容がとても興味深い。
　第二は、東トゥメド関連の新史料。東トゥメドと明軍の戦争、東トゥメドとチャハルと満州の
関係、東トゥメドの故地などについて、詳しい記載がある。
　第三は、ハラチンと明朝の貿易に関する情報。1629年から1644年間の文書である。面白いのは、
1628年にハラチンと満州人が攻守同盟を結んだ後、ハラチンの軍隊は満州の軍隊の一部として、
明朝へよく侵入していたが、明朝はそれが区別できなかったようだ。明朝は、ハラチンを利用し
て、満州に抵抗する方針を実行して、1644年の滅亡まで、ハラチンと貿易関係を維持していた。
　第四は、フフホトの西トゥメドやスニドなどの部族に関する情報で、これも非常に興味深い。
　しかし、明朝兵部文書のモンゴル関係情報には、二つの限界が見られる。その一つは、情報が、
南モンゴルのいくつかの集団のみに限られること、もう一つは、明朝は、モンゴル人の軍事的な
情報だけに興味があったので、南モンゴル人の政治、社会、生活などに関する情報をほとんど集
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めなかったことである。要するに、明のモンゴル関係の文書は、明とモンゴルの軍事的関係を中
心としたものである。
　史料として、明朝兵部題行档案は信憑性が高い。
　まず、上奏文の構造を調べてみると、すべての上奏文の叙述上の最大の特色は「重なった構
造」である。「重なった構造」というのは、一つの文書の中にいくつかの文書や報告が重なって
いる形である。一件の題本と塘報が一件の二次塘報からなることがあるし、一件の題本と塘報が
二件以上の二次公文書から構成されていることもある。各二次公文書はさらに最下級から次々に
伝えられてきたいくつかの報告から構成されている。したがって、題本と塘報の出所は、結局、
モンゴル事情を自分で処理した官吏、将領とモンゴル地区へ行って帰って来た巡邏兵とスパイた
ちの報告である。
　1つの例を挙げよう。
崇禎二年五月三日、兵部尚書王氏等の題本
　兵部尚書王　　等謹
題。為夷情事。職方清吏司呈本部送準宣府巡撫郭塘報内称，崇祯二年閏四月二十七日準鎮
守宣府総兵官候世禄手本内称，本月二十五日拠東路永寧参将孫清禀称，二十四日辰時拠
兵部題行稿
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周四溝守備高崇譲禀称，二十三日戌時拠長哨銭丙報称： ……
　この情報の伝達コースは、以下のようになる。1.長哨銭丙→　2.周四溝守備高崇譲→　3.永寧
参将孫清→　4.宣府総兵官候世禄→　5.宣府巡撫郭→　6.（兵部）職方清吏司→　7.兵部尚書王
→　8.皇帝。
　したがって、いわゆる兵部文書というのは、実はモンゴル地区へ行って帰ってきた巡邏兵の報
告、あるいは、辺関でモンゴル人と交際があった官吏たちの報告である。
　次に、巡邏兵と辺関の官吏たちが、具体的に、どのような人々から情報を得ていたのかという
問題を考えたい。
　調べた結果では、以下のような人々が登場する。
　第一は、普通のモンゴル人たち。明朝の巡邏たち（明哨）は、モンゴル地区へ何百kmも入って
いって、あらゆる可能性を利用して、当地のモンゴル人から情報を集める。明側からすこし生活
品をもらうために、モンゴル人が自発的に明朝の辺地へ来て情報を伝える場合もある。第二は、
明側に捕らえられた者たち。明軍は、辺地に近いところで少数のモンゴル人グループを発見する
兵科抄出題夲
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と、時々殺害して、政府から報奨金をもらう。しかし、モンゴル人内部の情報を集めるため、捕
らえる場合もある。第三は、モンゴル貴族たちの使者。モンゴル人は、明朝へ時々使者を派遣し
ていたが、基本的な目的は、双方の通商問題と明朝からモンゴル貴族に与える賞与の問題につい
て交渉する事だった。第四は、モンゴルからの投降者達。当時、明、モンゴル、満州の間に戦争
が繰りかえされ、モンゴル人の生活状況は厳しかったので、モンゴル地区を離れて、明朝へ逃げ
るモンゴル人もいた。彼等も明側にある有用な情報を持って来た。第五は、モンゴルの商人たち。
17世紀前半、モンゴルと明朝の通商口は張家口だった。1620-40年代に、張家口で明朝と通商し
ていたのは、モンゴルのチャハル人とハラチン人だった。したがって、商人たちもこの二つのウ
ルスの人々で、伝える情報も大体彼等に関するものだった。第六は、モンゴル側のスパイたち。
モンゴル人や満州人が、中国人を拉致し、その中から、若い者や子供を選んで、スパイにする。
彼等はモンゴル、満州地区に耕地や家畜などを持ち、当地人と結婚した者もいる。信用できる重
要な情報を持って帰れば、お金などの報酬も受け取る。第七は、明朝に奉仕するモンゴル人、い
わゆる“守口夷人” （関を守るモンゴル人の意味）である。明朝の辺地の近くに遊牧する、明朝と平和
的な関係を持つモンゴル人の集団は、モンゴルや満州について情報を提供して、明側から生活用
品などを受け取る事があった。
　これらの情報源から判断すると、明朝兵部文書は、史料として、信憑性が高いと思われる。
　要するに、17世紀前半のモンゴル史に関する史料の現状から見れば、モンゴルに関する明朝
兵部文書は、数は少ないが、貴重なものであり、17世紀の南モンゴル史の研究を推し進めるのに、
一定の役割を果すものと期待される。
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